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さい、まう かんさいぼう びようき うしな ぶ ぶ"·

どんな細胞にでもなれるスゴイ幹細胞は、病気やケガで失つてしまった部分をもとどおりにしてくれる！

1こんげん つく

人間のカラダを作っているの

は37開個もの扁薗。始まりは、
”の なか

お母さんのおなかの中にあった
じ，•せいらん ひと

「受精卵」というたった一つの

紬崩でした。それが倫度も伺度
忍れつ く かえ

も分裂を繰り返し、それぞれが
ぶ私 つく

カ ラダのい ろんな部分を作る
さいぼう か

ため の細胞に変わっていきま

す。
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カラダじゅうの紬薗はどれで
力な

も同じというわけではありませ

ん。皮肉、筋函、神蘊、 凪複
1印 ぞう き ばしよ ひつよう さ

骨、臓器などの楊所に必要な機
のう も さい1ヱう あつ

能を持った細胞が集まってカラ
つく

ダを作っているんです。

それぞれの場所に「砕紬崩」
とくべつ さ い ぼ う そ ん さ い

という特別な細胞が存在しま

す。砕紺籐は、岱複して筒じ紺
ぼう ふ

胞を増やすだけじゃなく、その
ばしょ ひつよう さいぼう へんか

場所に必要な細胞にも変化でき

ます。例えば、凪殺の砕紬薗は、

岱複して筒じ砕紺罷を増ゃすこ

ともできますが、毎凪霰ゃ目

証球、記］ぐ椴など 種籟の逼ぅ

紬薗に変わることもできるんで

からだじゅう さいぽう

’*cbml.9スK．甘紐l曲l.—甘れス
ぐあい

具合はどう？

す。

囁ぅ種籟の紬崩に変われる」

とはいっても、ふつうの砕紺籐

は、まった＜蓮ぅ蔀笞の紺籐を

作ることはできません。ところ
なか さいぽう

が、カラダの中のどんな細胞で

も作り出すことのできる「多籠

佳砕紺薗」というスゴィ砕紺薗

があるんです。2006毎に重都
tへ9がく やまなか しんやせんせい つく だ

大学の山中伸弥先生が作り出し

た「iPS紺崩」も多籠栓砕紺

さいせい りよく

「再生」カ

もっと悔覧ヵ遥めば
か ほね

欠けた骨だって
さいせい

再生できるらしいよ

ぼう やまなか せんせい

胞のひとつです。山中先生は、

この巽萌で 12年にノ ー ベル盲
じいしょう

を受賞しました。

いりよう おうよう

医療に応用

びようき うしな

病気やケガで失ってしまっ
ぃラぷ かんさいぼう

たカラダの一部を、幹細胞など

を匝って冒ってい＜治薔俣が
さいせいいりよう

「再生医療」です。
げんさい たのうせいかんさいぼう つか

現在、多能性幹細胞を使った
あたら さいせいいりよつ けんきりう せ かい

新しい再生医療の研究が世界

砕の菟産

じ0う すす

中 で進め られています。

薗の万」を匝ぅことで、 これ
なお ぴようき なお

まで治らなかった病気を治し、

ケガで笑ゎれた蘊嘉を肯笙す

る投蒻です。神蘊の紬崩を作

．って「パーキンソン桐」とい
のう びようさ なお しんさん

う脳の病気を治したり、心筋

紬崩を作 って「芯筋匪」とい
しんぞう びよう き ちりょう

う心臓の病気を治療したりで
みらい

きる、そんな末来がやってくる

さいぼうせいぷ←がく はか せ しょうがくせい

「細胞生物学の博士です。小学生の
ころ り か じつけん だいす いえ

頃は理科の実験が大好きで、家ではよ
ずかん よ

＜図鑑を読んでいました」

産纂投霧総各餅寅薪（産緑器）紺崩

岱字予箪餅寅蔀簡。籍簡は、砕紬崩

兄箪。田身ク］淳：枝は藁累蔀品爪区匠

小口苔り］ぐ。

一

お

折れただけで

すんだから良かったよ

かもしれません。

1こっ1まん さいだいさPう こうてき19んきりうきかん '"'ら さけん

日本で最大級の公的研究機関なんだ。茨城県つくば市など、

笙菌 12ヵ薪の餅寅籍篠があって、目染の産冨ゃ杜盗に履立っ
乞じいつ ，19んき,·う すす

技術について研究を進めているよ。
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